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勤 務 医 に 関 す る こ と
市立宇和島病院 皮膚科医長 山 田 瑞 穂
本誌のこの欄は,泌 尿器科界の大家の抱負なり随想なりの載せられ る所であつて,と うて
い若輩の非学問的な事柄の出る幕ではないと充分承知 しているが,現 在の日本の医療の世界
に類のない破行ぶりを分析 して,こ の改善をはかることが亦,医 学に役立つことであろうと
考えて,稲 田教授の御許可を得て,勤務医に関する2,3の 問題を取 りあげてみたいと思 う.
一つには勤務医の待遇に関することであるが,既 に本誌の4巻8号480頁の編集後記にも
論ぜられている様に,官公立病院や赤十字病院の医師の給与は非常に低いものである.私が
前任地,国立京都病院在職中,職務 の内容を充分に加味 した と称する公務員給与の改訂があ
り,非常な期待をもつてこれを検討 したところ,改善 どころか,医 師が看護婦より事務職員
より低 く評価されていると云う様な点も見られ,甚 だ心外であつた.医療職 と云 うものを設
けたのみでその裏付けは何等なされていない,研究はおろか生活すら維持出来 ないと云 う事
実を身に泌みて感 じ,国立病院の医師達は待遇の改善を要望 したのであるが,そ の資料 とし
て全国の勤務医の給与の実態調査を計画,私 がその担当者 として実施した.そ の詳細は国立





高度に専門化されない,いわば第二義的,附随的な医療機関に比 し,医療を表看板 とす る,









れ,医 師がその子弟を医師としたがらなくなつて居 る.医師自身の勤労意慾,研 究心も甚だ
2 山田一随想 勤務医に関すること
おとろえて来 ている,我 が国の医療 の前途は まことに暗 い.ひ つ きようするに生命軽視 と云
うことになる.こ れ は非 常に重大であ り,こ の ことを熟知 してい る勤務医 が これ に目をつぶ
つて妥協す る ことは許 され ない.
もう一 つ勤務医が頭をなや ます のは保険に関 してで ある(開 業医 とて同様 であるが)大
学で教 育 された医学的な知識 を実際に発揮 しようとすれば,必 らず健 保 ・生保 ・結核予防法
と云 つた枠 にぶつつか る.自 分 では この薬 を使 い.こ の様に治療 したいと,す る可 きと思つ
ても,そ れ が出来な い.病 院 に損 をかけ ると院長に叱 られ,保 険に則 らないことをす ると保
険の役入か ら罪入 よばわ りを されるのである。気の弱い者 は先ず第一 に自分 の良心を麻 痺 し,
信念 と妥協す る。叉 は うその病名 を冠 し,治 療法 をいつわ つた りす る.す べ ての勤務 医は公
務員 の勤 めと医 師の信念 との間で 日夜悩 んでい る.そ して面 白い ことに,日 本 では毎 日患者
を診 て,日 夜頭 を悩 ましている主治医 の治療 な るものは,患 者 を一度 も見ず,1分 聞 に何枚
かの紙片をめ くる保険の監査 と称す る行 為を行 う人 の,た つた一瞬 の頭 のひ らめ き(こ れ も
医学的 な根拠か らでな く,今 月は何点かを どこかでけず らなけれぱな らない と云 う)の もと
で一笑 に附 され る,叉,入 院 ・手術 もこの様に して決 められ る.医 師には患者 を治療 す る権
利は与え られてない.お よそ関係 の うすい保険の点数 ・請求 ・説明 と云 うことを書 くのが仕
事 になつて しまつている.元 来,生 活保護法 な ども,診 療 をお願 い され てた筈 であるが,今
では医師がお願 いしてい る様 になつてい る.老 えて見 ると医師が 自か ら一歩一歩 この道 を進
んで来た とも云 える.医 師が診療 の権利を 自分 で失いつつあ ると云 え る.こ れ も医師が 自分
で是正 しなければな らないことである.
叉,こ れ は定員に関す ることで あるが一体医師 はどの様に して,何 人 の患者 を診療 す るの
が適当で あろ うか 大学病院 などでは この様 なことは ないであろ うが.地 方 の病院に於 ては,
2,3時 間に4～50人,時 には7～80人の患者が おしかけ,1人 でそれ を処理 しなければ な
らない 人 間なれば こそ出来 るが.あ る目的に作 られ た機械 ならば とうてい出来 も しない し,
こわれて しまうだろ う.良 心的な診療 が出来 る筈 がない.患 者1人 あた り2,3分 間 もうた
だ機械的に真似事 を して るに過 ぎない 手術 でもそ うであ る.看 護婦相手 に1入 でやつ て出
来 ない ことはないが,お よそ生命に対 してメスを加え る時に,そ ういつ もいつ も順調に事が
運 ぶものと決めていいであろ うか それを案ず る と,手 術す可 きと考 えて も実行 出来 な くな
る.こ の様 な ことは どれ もこれ も,医 師 の良心に恥 ぢ,信 念に反す る診療 であ る.定 員が な
いか らとか仕方がないか らとごま化 してるに過 ぎない これは医師の罪 ではな く院長 あるい
は病院経営者 たる,国 ・地方 自治 体の責任 とも云 えるであろう.し か し自分 の良心 でそれ を
感 じてい る勤務医が この ことを訴 え るのでなけれぱ解決 の望みはないのである.
まだまだ問題 はあるが.勤 務医が,他 の どんな束縛 も排除'して,医 師 としての責任 ・信念 ・
義務 だけで診療 を行 うのでなければ,真 の医療 はあ り得 ない.我 々はそ の様に教育 され,そ
の様 な資格 として医師免許を与えられた筈 であ る.医 師本来 の立場 を確立 す ることが 目下 の
勤務医 に最 も必要な ことであると信 ず る.
